
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足

す
る
方
法
と
は
？

	

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

日
時	

令
和
4
年
9
月
18
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	
会
員 
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般 
三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演
内
容

実
際
多
く
の
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ

て
活
躍
し
て
、
有
意
義
な
人
生
を
送
り

た
い
と
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

多
く
の
人
が
自
分
の
人
生
に
満
足
感
が

得
ら
れ
な
い
状
態
で
人
生
を
終
わ
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
多
く
は
な
い
が
、
自

分
の
人
生
を
と
て
も
満
足
し
て
、
幸
せ

な
一
生
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
死
ん
で
い

く
方
も
い
ま
す
。
こ
の
差
は
な
ん
で
し

ょ
う
か
？
一
般
的
に
は
人
生
は
能
力
、

努
力
や
運
等
で
決
ま
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
異
な
り
ま
す
。

私
は
5
0
0
人
程
の
方
々
の
過
去

世
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
今
生
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
過
去
世
（
5
世
代
）、
今

生
の
人
生
の
活
性
度
、
人
生
の
波
動
の

高
さ
の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
関

関
係
を
ま
と
め
て
観
る
と
、
今
世
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
（
人
生
の
満
足
度
、
社
会

へ
の
貢
献
度
、
金
銭
的
な
評
価
）
と
こ

の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
関
係
が
定

性
的
に
表
現
で
き
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
回
の
報
告
で
は
こ
の
相
関
に
つ

い
て
、
な
る
べ
く
定
量
的
な
相
関
式
で

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
長
年
一
流
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や

り
な
が
ら
、
見
え
な
い
世
界
に
興
味
を

も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
学
び
自
分

独
自
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
法
を
開
発
し
た
方

で
す
。
健
康
改
善
に
興
味
の
あ
る
会
員

の
皆
様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
飛
沢
誠
一
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
一
部
上
場
企
業
に
て
31
年
間
技
術

開
発
と
し
て
各
種
製
品
を
開
発
に
従
事
、

研
究
所
長
ま
で
務
め
た
。
30
年
前
に
不

思
議
な
体
験
を
通
じ
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
リ
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今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集

　

会（
ネ
ッ
ト
配
信
）の
お
知
ら
せ

★
十
月
第
30
回
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
第
13
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
47
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
4
年
度
通
常
総
会
の
報
告

◎
令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
六
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行
（
サ
イ
の
広

　

場
3
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
ヒ
ト
は
な
ぜ
殺
し
あ
う
の
か
？

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
、
4
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
未
了
の
会

員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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ー
デ
ィ
ン
グ
を
体
得
。
会
社
勤
務
中
か

ら
人
体
は
じ
め
土
地
、
建
物
な
ど
の
ヒ
ー

リ
ン
グ
・
浄
化
方
法
な
ど
開
発
実
践
し

て
き
た
。
10
年
前
こ
の
レ
イ
キ
気
功
技

術
開
発
と
そ
の
施
術
・
指
導
に
専
念
す

る
た
め
会
社
を
設
立
、
高
次
元
レ
イ
キ

気
功
を
開
発
し
た
。
現
在
は
そ
の
技
術

指
導
・
普
及
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
８
／
⓾
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
三
万
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
一
万
円
也　
　
　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
五
千
円
也　
　
　

柴
山　

春
美　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の

魔
法

	

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ 

氏

日
時	

令
和
4
年
12
月
10
日（
土
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）	

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

（
内
容
紹
介
）

角
々
し
た
文
字
を
見
て
「
な
ん
か
こ

の
人
頑
固
そ
う
」
と
か
、
こ
ぢ
ん
ま
り

し
た
文
字
を
見
て
「
気
も
小
さ
そ
う
」

と
、
文
字
の
書
き
手
が
ど
ん
な
人
か
想

像
し
た
こ
と
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
「
○

○
そ
う
」
と
感
じ
た
そ
の
感
覚
、
実
は

的
を
射
て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
書
か
れ
た
文
字
に
書
い
た
人

の
人
間
性
の
一
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

筆
跡
に
人
間
性
が
あ
ら
わ
れ
る
と
し

た
ら
、
逆
も
ま
た
し
か
り
。
筆
跡
を
変

え
る
こ
と
で
人
間
性
が
変
わ
り
、
人
間

性
が
変
わ
れ
ば
環
境
も
変
わ
り
、
環
境

が
変
わ
れ
ば
未
来
も
、
さ
ら
に
運
命
を

も
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
私
が

「
筆
霊
」（
ふ
で
だ
ま
）
と
呼
ん
で
い
る

筆
跡
診
断
の
不
思
議
な
力
は
、
こ
こ
に

こ
そ
あ
り
ま
す
。

講
演
で
は
、
み
な
さ
ん
に
サ
ン
プ
ル

文
字
を
実
際
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
筆

跡
特
徴
と
性
格
の
関
係
を
具
体
的
に
レ

ク
チ
ャ
ー
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞

を
受
賞
し
た
「
宇
宙
人
の
筆
跡
と
空
間

の
概
念
」
に
つ
い
て
も
一
考
察
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
芳
田
マ
サ
ヒ
ロ
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
筆
跡
仕
事
人
協
会
代
表
。
筆
跡

で
個
性
を
見
抜
き
可
能
性
を
引
き
出
す

筆
跡
診
断
士
。『
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
×
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
』『
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
！
』『
月
曜
か
ら

夜
ふ
か
し
』
出
演
、「
女
性
自
身
」「
女

性
セ
ブ
ン
」「
週
刊
女
性
」
3
大
女
性
誌

掲
載
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
中
。
著
書
に
「
筆

跡
の
魔
法
」（
飛
鳥
新
社
）。
診
断
し
た

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
数
五
千
人
超
。
芸
能
タ

レ
ン
ト
文
化
人
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
0

グ
ラ
ン
プ
リ
。
第
16
回
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞

受
賞
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月

研
究
集
会（
配
信
）の
お
知
ら
せ

― 

宇
宙
人
と
の
遭
遇 

―

	

講
師　

徳
授
院 

愛 

氏

日
時	

令
和
4
年
9
月
17
日（
土
）

	

13
：
30
〜

＊
ま
つ
む
し
音
楽
堂
に
て
収
録
、
配
信

（
1
階
で
モ
ニ
タ
ー
視
聴
可
）

配
信
受
講
料　

会
員 

2
0
0
0
円

一
般 

3
0
0
0
円

学
生 

1
0
0
0
円

徳
授
院
講
師
は
、
通
常
目
に
見
え
な

い
も
の
が
見
え
る
と
い
う
特
異
な
体
質

の
た
め
に
幼
少
時
か
ら
多
く
の
苦
労
を

背
負
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
霊
視
と

現
実
が
交
叉
し
た
職
場
で
の
体
験
を
経

て
現
在
は
エ
ス
テ
、
整
体
師
と
し
て
自

立
、
ご
活
躍
で
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
で
は
、
と
く

に
「
宇
宙
人
と
の
遭
遇
」
に
つ
い
て
お

話
を
伺
う
た
め
お
招
き
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
ネ
ッ

ト
配
信
）
と
な
り
ま
す
が
文
字
に
よ
る

質
疑
応
答
は
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
本
会
会
長
、
和
田
高
幸
（
元
産
経



3

★日本サイ科学会　第30回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2022年10月10日（月・祝）10 :00〜16 :40

（会場）　北とぴあ9階901会議室

（交通）　ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員 ￥3,000（含当日入会申込者）　一般 ￥4,000　学生 ￥2,000

		  上記会費は、予稿集代 を含みます。

		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

＜プログラム＞　（敬称略）
  9 : 30		  開場

10 :00〜10 :10	 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第1部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10〜10 :35	 鈴木 惠弓「�手のひらから、自分という小宇宙にアクセスする〜パーミ

ストリケア」　＊「パーミストリ」とは、手相術のことです。

10 :35〜11 :00	 鈴木 亜人夢「ライトビーイングの存在と南方熊楠思考」

11 :00〜11 :25	 志賀 一雅「赤ちゃんの脳波」

11 :25〜11 :50	 橋本 和哉「死者をあの世に上げるサイ科学的考察」

11 :50〜12 :50	 昼休み（60分）

◎第2部：シンポジウム　テーマ「あの世とサイ」
12 :50〜12 :55	 大会委員長挨拶　小林 永周

12 :55〜13 :00	 司会進行　阿久津 淳（演者プロフィールを順次紹介）

13 :00〜13 :40	 小林 永周「死後の存続に関する検証ビデオ映像」

13 :40〜14 :00	 瀬尾 泰範「占星学的視点から見た輪廻転生」

14 :00〜14 :20	 三好 一郎「サイから見る生と死」

14 :20〜14 :40	 伏見 真光「葬儀供養から見た体験談」

14 :40〜15 :00	 石井 数俊「あの世のことも科学となる時代」

15 :00〜15 :20	 休憩（20分）

15 :20〜16 :30	 パネルディスカッション

16 :30〜16 :35	 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35〜16 :40	 閉会の挨拶　久保田 昌治 理事長

17 :30〜19 :30	 懇親会（希望者：当日受付）
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新
聞
記
者
、「
未
知
の
彼
方
へ
」・
神
秘

の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
集
の
著
者
）
が
担
当
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
視
聴
で
き
ま

す
。関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
サ
イ
ト「
研

究
集
会
」
頁
に
あ
る「
受
講
の
お
申
込

み
は
こ
ち
ら
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
お
申
込
み
の
上
、
受
講
料
を
9
月
3

日（
土
）ま
で
に
同
頁
掲
載
の
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
入
金
確
認　

後
に
「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
を
メ
ー
ル
で
送
信　

い
た
し
ま
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
に
つ
い
て
】

受
講
に
は
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
な
ど
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
受
信
で
き
る
環
境
が
必
要

で
す
が
、
た
と
え
ば
「Y

ouT
ube

」
が

視
聴
で
き
れ
ば
ほ
ぼ
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓭
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

テ
ー
マ「
憑
依
現
象
と
霊
障
」

	

講
師　

小
林 

永
周 

氏

日
時	

令
和
4
年
11
月
20
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
号
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊼
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚
空
・

黄
金
持
続
」

日
時	

令
和
4
年
12
月
18
日（
日
）

	

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場	

滝
野
川
会
館　

小
ホ
ー
ル

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
上
中
里
駅
東

口
下
車
徒
歩
7
分
、
東
京
メ
ト

ロ
南
北
線
西
ヶ
原
駅
下
車
徒
歩

7
分
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
駒
込
駅
下

車
徒
歩
10
分

参
加
費　

一
般  

二
千
円

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 

一
千
円

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

森
羅
万
象
・
宇
宙
を
時
間
+
空
間

（
時
空
）
と
は
み
な
い
で
、
虚
空
+
時

空
と
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

テ
ー
マ
を
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚

空
・
黄
金
持
続
」
と
し
て
、
多
様
な
領

域
か
ら
森
羅
万
象
・
宇
宙
を
眺
め
て
み

ま
し
ょ
う
！　

会
場
は
北
と
ぴ
あ
で
は

な
く
、
滝
野
川
会
館
で
す
の
で
、
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
、
是
非
と
も
一
年
の
締
め
く

く
り
を
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
有
意
義

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
度
通
常
総
会
の
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

◎
令
和
3
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状
（
令
和
4
年
5
月
末　

現
在
）

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名

維
持
会
員　
　
　
　

3
名

正
会
員　
　
　

1
1
7
名

学
生
会
員　
　
　
　

19
名

準
会
員　
　
　
　
　

26
名

合
計　
　
　
　

1
6
6
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
創
立
45
周
年
記
念

大
会
」
を
含
み
、
計
6
回
の
例
会
・
分

科
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

令
和
3
年

4
月
18
日
（
日
）「
会
員
の
体
験
意
見
発　

表
と
討
論
の
会
」

10
月
23
日
（
土
）
創
立
45
周
年
記
念
大　

会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
瞑
想
」

12
月
19
日
（
日
）
志
賀 

一
雅
「
Ｅ
Ｓ
Ｐ　

や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明
す
る
！
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

令
和
3
年

7
月
22
日（
木
）第
43
回「
第
15
回
Ｕ
Ｆ　

Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
26
日
（
日
）
第
44
回
「
第
9
回
異

能
科
学
会
議
」
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令
和
4
年

3
月
26
日
（
土
）
第
45
回
「
第
4
回
ソ

ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

（
世
話
役　

小
林 
信
正
）

令
和
3
年
度

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
分
科
会
は
未
開

催
で
す
。

☆
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

令
和
3
年
度

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
分
科
会
は
未
開

催
で
す
。

3
．
通
常
総
会

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
6
月
、
9
月
が

中
止
と
な
り
、
特
別
処
置
と
し
て
9
月

に
常
任
理
事
と
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

の
会
長
へ
の
通
常
総
会
資
料
を
送
信
、

チ
ェ
ッ
ク
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
2
0
2
1
年

度
は
未
開
催
で
す
。

5
．
本
部
理
事
会

8
月
の
メ
ー
ル
配
信
理
事
会
も
含
め

て
3
回
（
第
2
2
2
〜
2
2
4
回
）
開

催
し
た
。

6
．
出
版
物

「
サ
イ
科
学
」
第
43
巻　

第
1
号
を
発

行
し
た
。

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
5
7
号
か

ら
第
4
6
2
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
4
年
度
本
部
事
業
計
画

・	

10
月
10
日（
月
・
祝
）に
第
30
回
全
国　

大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
あ
の　

世
と
サ
イ
」）を
開
催
す
る
。

・	
本
部
例
会
を
6
回
（
4
、
6
、
7
、

9
、
12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・	
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回

（
7
、
12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・	

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2　

回（
5
、
11
月
）開
催
す
る
。

・	

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・	

本
部
理
事
会
を
5
回（
4
、
7
、
9
、

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・	

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会　

を
1
回（
6
月
）開
催
す
る
。

・	

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・	

論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・	

公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・	「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・	

そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・	

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・	

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等　

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・	

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ　

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展　

示
発
表
す
る
。

・	

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ　

プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・	

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ　

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・	

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を　

深
め
る
。

・	

地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・	

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、　

評
議
員
を
増
や
す
。

・	

そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木 

康
二

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
1
年

4
月
10
日　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期（
第　

2
3
5
回
研
究
会
）

6
月
12
日　

第
2
3
5
回
研
究
会

＊
「
サ
イ
能
力
を
発
揮
す
る
『
蛇
口
レ

バ
ー
』」　

佐
佐
木
康
二

8
月
14
日　

第
2
3
6
回
研
究
会

＊
「
真
の
霊
能
と
は
抗
ニ
ト
ロ
ソ
化
能　

力
の
こ
と
だ
っ
た
！
」　

佐
佐
木
康
二

10
月
9
日　

第
2
3
7
回
研
究
会

＊
「
重
力
と
は
『
カ
ル
マ
』
の
蓄
積
の　

こ
と
だ
っ
た
！
」　

佐
佐
木
康
二

12
月
11
日　

第
2
3
8
回
研
究
会

＊
「
奇
跡
を
起
こ
す
方
法
」　

佐
佐
木　

康
二

2
0
2
2
年

2
月
12
日　

第
2
3
9
回
研
究
会

＊
「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
活
性
化
に
よ
る　

霊
能
発
現
」　

佐
佐
木
康
二

◎
2
0
2
2
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果
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を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
11
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

眞
野 

博
英

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
現
時
点
で
研
究

集
会
は
未
定
で
す
。

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤 

禎
花

◎
令
和
3
年
度（
2
0
2
1
）事
業
報
告

令
和
3
年

4
月
25
日（
日
）

テ
ー
マ『
祈
り
の
力
』

村
上
和
雄
先
生
追
悼

5
月
16
日（
日
）

第
1
部
『
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
皮
膚
』

　

第
2
部
『
福
来
友
吉
「
念
写
」
に
つ

　

い
て
』

6
月
27
日（
日
）

テ
ー
マ
『
心
の
使
い
方
に
よ
る
体
の

　

変
化
』

10
月
24
日（
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
エ
ン
ス
よ
り　

　
『
ウ
イ
ル
ス
』、『
怒
り
』

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
師
の
お
招
き
が

難
し
い
為
、
佐
藤
会
長
が
講
師
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
用
い
て
少
人
数
で
実
施
。

◎
令
和
4
年
度
事
業
報
告
と
計
画

令
和
4
年
4
月
24
日（
日
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画　
『
リ
メ
ン
バ

ー
・
ミ
ー
』よ
り

※
メ
キ
シ
コ
の
骸
骨
祭
（
日
本
で
い
う

お
彼
岸
・
お
盆
の
よ
う
な
も
の
）
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
映
画
で
、
生
き
て
い
る

身
内
の
人
に
思
っ
て
も
ら
え
な
い
と
あ

の
世
で
二
度
目
の
死
を
迎
え
る
と
い
う

内
容
を
と
お
し
、
身
近
な
亡
く
な
っ
た

方
や
ご
先
祖
様
を
思
う
事
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
師
の
お
招
き
が

難
し
い
為
、
佐
藤
会
長
が
講
師
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
用
い
て
少
人
数
で
実
施
。

※
次
回
未
定（
計
画
中
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

和
田 

高
幸

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
1
年

4
月
17
日　

上
部
一
馬「『
地
球
外
生
命　

体
』が
人
類
の
祖
先
だ
っ
た
！
？
」

5
月
15
日　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
7
月
17　

日
に
延
期

7
月
17
日　

北
野
幸
治
「
政
木
『
磁
気　

治
療
器
』の
現
在（
い
ま
）〜
政
木
和　

三（
ま
さ
き
・
か
ず
み
）先
生（
元
阪
大　

工
学
部
工
作
セ
ン
タ
ー
長
）と
の
ご
縁　

に
始
ま
っ
た
私
の
現
在
〜
」

8
月
14
日　

夏
期
放
談
会

9
月
18
日　

井
上
正
康
「
コ
ロ
ナ
禍
の　

深
層
」

10
月
16
日　

難
波
双
六
「
数
字
で
読
み　

解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、
ミ
ラ
イ
」

11
月
13
日　

橋
本
和
哉「
マ
イ
ナ
ス
の

『
気
』エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御
す
る
に
は
」

12
月
18
日　

2
0
2
1
年
放
談
会（
懇
親　

会
）

2
0
2
2
年

1
月
15
日　

水
口
清
一
、
竹
田
稔
幸

	

「『
デ
ジ
タ
ル
化
で
変
容
す
る
近
未
来
』

	

〜
変
貌
す
る
世
の
中
。
備
え
は
万
全　

か
〜
」

2
月
19
日　

河
邉
敦
子
、
森
本
ま
ど
か
、　

田
中
実
子（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）「
歌
声
の　

効
用
〜
健
康
に
つ
な
が
る
声
の
力
〜
」

3
月
19
日　

志
賀
一
雅
「
脳
波
と
超
能　

力
〜
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で　

解
明
す
る
〜
」

◎
2
0
2
2
年
度
事
業
報
告
と
計
画

4
月
16
日　

岩
熊
裕
明
「
人
生
の
大
転　

換
を
画
し
た
竹
炭
の
効
用
」

5
月
14
日　

山
中
雅
志
「
見
え
な
い
世　

界
の
リ
ア
ル
〜
能
表
現
と
サ
イ
科
学　

の
接
点
を
探
る
〜
」

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
2
0
2
2
年

度（
10
月
以
降
）事
業
計
画
に
つ
い
て

事
業
の
告
知
、
実
施
は
す
べ
て
独
立



7

採
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
新
年
度

に
は
累
積
赤
字
の
抹
消
を
実
施
、
あ
ら

た
な
体
制
で
臨
み
た
い
と
か
ん
が
え
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
実
施
し
て
き
た

幹
事
会
、
研
究
集
会
は
じ
め
、
事
業
の

動
員
や
告
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
見

直
す
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
集

会
当
日
に
お
こ
な
っ
て
い
た
幹
事
会
は

独
立
し
て
実
施
、
じ
っ
く
り
討
論
で
き

る
時
間
と
会
場
を
確
保
す
る
予
定
で

す
。研

究
集
会
に
つ
い
て
は
、
講
師
の
選

定
や
動
員
見
込
み
な
ど
総
合
的
に
検
討

し
、
休
会
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
研
究
集
会
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
予
防
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
会
場
設

定
や
ア
ク
セ
ス
、
動
員
数
を
問
わ
な
い

な
ど
の
理
由
か
ら
9
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
（
オ
フ
ラ
イ
ン
併
用
も
）
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

分
科
会
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

伽
羅

◎
令
和
3
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
令
和
4
年
度
事
業
計
画

現
時
点
で
は
未
定
で
す
が
、
開
催
が

決
定
し
ま
し
た
ら
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
と
公
式
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

［
令
和
3
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
4
年
度
予
算
］

令
和
4
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川 

次
郎

特
別
会
員　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治

副
理
事
長　

小
林 

信
正

顧
問　
　
　

品
川 

次
郎

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

河
野 

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

佐
佐
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

佐
藤 

禎
花

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

和
田 

高
幸

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

伽
羅

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

阿
久
津 

淳
＊
、
小
林 

泰
樹
、

小
牧 

昭
一
郎
＊
、
志
賀 

一
雅
、

徳
永 

康
夫
、
中
島 

敏
樹
、

鯰
江 

勇
、
橋
本 

和
哉
＊
、

苗 

鉄
軍
、
森
安 

政
仁
＊

幹
事　

小
澤 

佳
彦
＊

評
議
員

占
部 

浩
一
＊
、
瓜
生 

昌
代
司
、

鴨
川 

裕
司
、
川
村 

隆
夫
、

小
林 

隆
文
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
、

谷
口 

五
月
、
飛
田 

洋
子
＊
、

三
浦 

良
江

監
事　

石
川 

允
朗
＊

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,500,000 会費（正） 877,000 ジャーナル発行 500,000 562,100 会費 1,100,000 ジャーナル発行 500,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 273,900 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 110,000 人件費 1,000,000 1,064,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 50,000 会費（維持） 80,000 例会会場費 150,000 144,420 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,384,723 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 698,406 講師謝礼 100,000
合計 3,634,723 入会費 10,000 事務用品 120,000 106,330 合計 2,628,406 事務用品 100,000

例会収入 136,000 郵送・配送料 50,000 32,526 郵送・配送料 30,000
本会寄付 811,000 通信費 40,000 43,711 通信費 40,000
本・他 16,260 会議・打合せ 60,000 29,690 会議・打合せ 50,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,077,723 事務所維持費 150,000 143,285 事務所維持費 150,000
合計 3,231,983 郵便・銀行振込料 7,000 9,050 郵便・銀行振込料 10,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 92,565 予備 100,000
来期繰越金 1,077,723 698,406 来期繰越金 138,406
合計 3,634,723 3,231,983 合計 2,628,406

７頁　２段左側 ７頁　３段７頁　２段右側

収入 支出 収入 支出
項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,500,000 会費（正） 877,000 ジャーナル発行 500,000 562,100 会費 1,100,000 ジャーナル発行 500,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 273,900 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 110,000 人件費 1,000,000 1,064,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 50,000 会費（維持） 80,000 例会会場費 150,000 144,420 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,384,723 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 698,406 講師謝礼 100,000
合計 3,634,723 入会費 10,000 事務用品 120,000 106,330 合計 2,628,406 事務用品 100,000

例会収入 136,000 郵送・配送料 50,000 32,526 郵送・配送料 30,000
本会寄付 811,000 通信費 40,000 43,711 通信費 40,000
本・他 16,260 会議・打合せ 60,000 29,690 会議・打合せ 50,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,077,723 事務所維持費 150,000 143,285 事務所維持費 150,000
合計 3,231,983 郵便・銀行振込料 7,000 9,050 郵便・銀行振込料 10,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 92,565 予備 100,000
来期繰越金 1,077,723 698,406 来期繰越金 138,406
合計 3,634,723 3,231,983 合計 2,628,406

７頁　２段左側 ７頁　３段７頁　２段右側

収入 支出 収入 支出

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,500,000 会費（正） 877,000 ジャーナル発行 500,000 562,100 会費 1,100,000 ジャーナル発行 500,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 273,900 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 110,000 人件費 1,000,000 1,064,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 50,000 会費（維持） 80,000 例会会場費 150,000 144,420 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,384,723 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 698,406 講師謝礼 100,000
合計 3,634,723 入会費 10,000 事務用品 120,000 106,330 合計 2,628,406 事務用品 100,000

例会収入 136,000 郵送・配送料 50,000 32,526 郵送・配送料 30,000
本会寄付 811,000 通信費 40,000 43,711 通信費 40,000
本・他 16,260 会議・打合せ 60,000 29,690 会議・打合せ 50,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,077,723 事務所維持費 150,000 143,285 事務所維持費 150,000
合計 3,231,983 郵便・銀行振込料 7,000 9,050 郵便・銀行振込料 10,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 92,565 予備 100,000
来期繰越金 1,077,723 698,406 来期繰越金 138,406
合計 3,634,723 3,231,983 合計 2,628,406

７頁　２段左側 ７頁　３段７頁　２段右側

収入 支出 収入 支出
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◎
功
労
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
３
年
⓬
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

	

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

ふ
と
私
は
勝
手
に
思
っ
た
の
で
す
が
、

「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
こ
れ
ら
の
ピ
ー

ク
の
周
波
数
と
脳
波
の
周
波
数
の
分
け

方
は
一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
」

Ｆ
1
が
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
2

が
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
3
が

ベ
ー
タ
波
、
Ｆ
4
が
ガ
ン
マ
波
で
す
。

だ
か
ら
脳
波
と
い
う
の
は
、
空
間
に

電
磁
波
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
胞
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、
そ
の
揺
さ
ぶ
り
の
周

期
が
う
ま
く
合
う
と
循
環
回
路
が
形
成

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
「
脳
波
の
発
生
機
序
」
と

い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
の
空
間
電
磁
波
Ｆ
1
と

Ｆ
2
の
間
に
、
9
〜
11
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド

ア
ル
フ
ァ
波
の
隙
間
が
あ
り
ま
す
が
、

円
周
率
の
4
万
桁
暗
記
と
か
将
棋
の
閃

き
な
ど
は
人
間
が
考
え
た
も
の
で
す
ね
。

自
然
界
に
あ
る
も
の
と
は
ま
た
別
な
ん

で
す
ね
。
そ
う
い
う
力
を
発
揮
す
る
の

が
人
間
の
知
恵
で
あ
り
、
ミ
ッ
ド
ア
ル

フ
ァ
波
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ミ

ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
を
強
く
す
れ
ば
強
く

す
る
ほ
ど
、
ア
イ
デ
ア
が
豊
富
で
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
よ
り
も
低
い
周

波
数
の
ア
ル
フ
ァ
波
、
あ
る
い
は
高
い

周
波
数
の
脳
波
を
出
す
よ
う
に
す
る
と

宇
宙
空
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と

思
い
ま
し
た
。

右
図
の
左
上
図
は
人
間
の
脳
の
神
経

細
胞
ニ
ュ
ー
ロ
ン
、
シ
ナ
プ
ス
の
モ
デ

ル
で
こ
う
い
う
回
路
で
情
報
が
伝
え
ら

れ
ま
す
。
左
下
図
が
そ
れ
を
単
純
化
し

た
パ
ー
セ
プ
ト
ロ
ン
の
回
路
で
す
。

右
上
図
は
循
環
回
路
の
モ
デ
ル
で
す
。

そ
の
回
路
を
構
成
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の

個
数
を
4
個
と
す
る
と
循
環
の
ス
ピ
ー

ド
が
25
・
4
Ｈ
ｚ
と
な
り
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ロ
ン
の
個
数
を
5
個
と
す
る
と
19
・

8
Ｈ
ｚ
（
ベ
ー
タ
波
）、
7
個
と
す
る
と

13
・
6
Ｈ
ｚ
（
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
フ
ァ

波
）、
そ
し
て
13
個
と
す
る
と
7
・
8
Ｈ

ｚ
（
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
）と
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
宇
宙
と
コ
ン
タ
ク
ト
す
る
の
に

要
の
周
波
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大

脳
皮
質
か
ら
辺
縁
系
を
通
っ
て
脳
幹
の

奥
の
方
ま
で
さ
ら
に
行
く
と
、
13
個
位

の
神
経
回
路
が
形
成
さ
れ
る
の
で
す

ね
。実

際
に
電
離
層
に
よ
る
プ
ラ
ズ
マ
振

動
の
毎
日
の
デ
ー
タ
は
、
ロ
シ
ア
ト
ム

ス
ク
の
宇
宙
監
視
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト

電
磁
波
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
胞
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、
そ
の
揺
さ
ぶ
り
の
周

期
が
う
ま
く
合
う
と
循
環
回
路
が
形
成

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
「
脳
波
の
発
生
機
序
」
と

い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
の
空
間
電
磁
波
Ｆ
１
と

Ｆ
２
の
間
に
、
９
～

Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド

11

ア
ル
フ
ァ
波
の
隙
間
が
あ
り
ま
す
が
、

円
周
率
の
４
万
桁
暗
記
と
か
将
棋
の
閃

き
な
ど
は
人
間
が
考
え
た
も
の
で
す
ね
。

自
然
界
に
あ
る
も
の
と
は
ま
た
別
な
ん

で
す
ね
。
そ
う
い
う
力
を
発
揮
す
る
の

が
人
間
の
知
恵
で
あ
り
、
ミ
ッ
ド
ア
ル

フ
ァ
波
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ミ
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で
3
日
遅
れ
く
ら
い
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
は
こ
れ
が
脳
波
と
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
し
て
い
る
な
と
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。
直
接
的
な
証
明
は
難

し
い
の
で
す
が
、
間
接
的
な
証
明
は
で

き
ま
す
。

私
た
ち
は
日
中
こ
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
る
と
き
は
、
五
感
が
働
い
て
身
近

な
刺
激
に
対
し
て
レ
ス
ポ
ン
ス
す
る
脳

状
態
な
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
空
間
に

あ
る
電
磁
波
と
は
違
う
人
類
の
知
恵
を

働
か
す
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
の
脳
波
が

強
く
な
る
の
で
す
が
、
夜
寝
て
る
と
き

は
思
考
活
動
が
な
く
な
る
の
で
、
な
ぜ

か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
だ
い
た
い
90

分
お
き
に
来
る
レ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｍ
）
睡
眠

の
と
き
に
脳
波
が
強
く
出
ま
す
。
レ
ム

睡
眠
の
と
き
の
脳
波
を
測
り
ま
す
と
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な

脳
波
（
前
の
図
）
な
の
で
す
。
皆
さ
ん

は
レ
ム
睡
眠
の
と
き
に
宇
宙
と
つ
な
が

る
の
で
す
ね
。

我
々
は
食
べ
た
も
の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
生
き
て
い
る
と
常
識
的
に
は
考
え
て

い
る
の
で
す
が
、
正
直
ち
ょ
っ
と
考
え

て
み
ま
す
と
皆
さ
ん
が
日
常
食
べ
た
も

の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
60
兆
個
の
細
胞
が

か
ー
っ
と
動
い
て
生
き
て
行
動
で
き
る

と
は
思
え
な
い
の
で
す
ね
。
全
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
足
り
な
い
の
で
す
。
足
り
な

い
分
を
ど
う
や
っ
て
補
う
か
と
い
う

と
、
夜
寝
て
い
る
と
き
に
バ
ン
ア
レ
ン

帯
の
電
磁
波
を
吸
収
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
な
、
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
中
も
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
4
つ
の
周

波
数
は
来
て
、
人
間
の
脳
波
と
共
鳴
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
4
つ
の
周
波
数
を

受
け
て
共
鳴
が
よ
り
強
い
人
が
Ｅ
Ｓ
Ｐ

や
Ｐ
Ｋ
能
力
を
発
揮
し
ま
す
。

普
通
人
の
我
々
は
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力
も
Ｐ

Ｋ
能
力
も
発
揮
で
き
な
い
の
で
す
ね
。

な
ぜ
発
揮
で
き
な
い
の
か
と
い
う
と
、

せ
っ
か
く
天
か
ら
来
て
い
る
プ
ラ
ズ
マ

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
あ
る
い
は
マ
グ
マ
の
振

動（
7
・
8
Ｈ
ｚ
）か
ら
来
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
か
し
て
い
な
い
の
で
す
。

下
図
は
私
自
身
の
睡
眠
中
に
測
っ
た

脳
波
で
す
。

第
1
回
目
の
レ
ム
睡
眠
は
就
寝
後

ち
ょ
う
ど
1
時
間
半
後
に
き
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
1
時
間
半
お
き
に
レ
ム
睡
眠

が
来
て
お
り
ま
す
。
そ
の
レ
ム
睡
眠
時

の
脳
波
を
ず
っ
と
調
べ
て
み
ま
す
と
、

そ
の
構
成
し
て
い
る
脳
波
の
周
波
数
は

7
・
8
Ｈ
ｚ
、
13
・
6
Ｈ
ｚ
、
19
・
8

Ｈ
ｚ
で
す
。
図
の
上
の
段
が
右
脳
、
下

の
段
が
左
脳
で
す
。
右
脳
も
左
脳
も
非

常
に
シ
ン
ク
ロ
し
て
共
鳴
し
て
お
り
ま

す
。

次
の
図
は
シ
ョ
ー
ト
ス
リ
ー
パ
ー
の

堀
大
輔
氏
の
脳
波
で
す
。
彼
は
1
日
45

分
間
睡
眠
を
6
年
間
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。
確
か
に
眠
っ
て
す
ぐ
に
レ
ム
睡

眠
が
き
て
、
そ
の
後
レ
ム
睡
眠
か
ら
キ

ャ
ッ
チ
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情
報
を
脳

の
中
で
処
理
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
5
年
2
月
の
日
本
サ
イ
科
学

会
本
部
例
会
で
ス
ワ
ミ
氏
が
「
物
質
化

現
象　

無
か
ら
有
は
生
じ
る
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
に
あ
る
洞
窟
で
物
質
が
生
じ
る

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
天
の
扉
開
き
」
と
い
う
表
現
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

私
は
そ
の
動
画
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
ま
あ
正
直
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

「
わ
あ
、
す
ご
い
な
！
」
と
思
い
実

際
に
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
ら
、

幸
い
な
こ
と
に
2
ヶ
月
後
の
4
月
上
旬

に
ま
た
ツ
ア
ー
が
あ
る
と
い
う
こ
と
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で
、
予
約
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

行
く
前
の
1
ヶ
月
間
は
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
で
過
ご
し
、
大
き
な
洞
窟
で
す
が
、

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
身
を
清
め
て
入
り
ま

し
た
。
洞
窟
の
中
は
真
暗
い
の
で
す
が

拡
げ
た
布
状
の
膜
に
、
ピ
カ
ッ
と
光
っ

て
物
質
が
す
ご
い
早
さ
で
沢
山
落
ち
て

く
る
の
で
す
。
1
回
見
て
感
動
し
、
そ

の
年
の
秋
に
も
参
加
し
ま
し
た
し
、
な

ん
だ
か
ん
だ
で
結
局
7
回
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
、
物
質
化
現
象
を
目
撃
し
ま
し

た
。
そ
の
ご
褒
美
で
い
た
だ
い
た
の
が

次
の
写
真
右
下
の
物
た
ち
で
す
。
こ
れ

ら
は
大
事
に
家
の
祭
壇
に
置
い
て
、
冥

想
し
て
お
り
ま
す
。

洞
窟
の
中
で
は
何
人
か
の
お
坊
さ
ん

が
取
り
囲
ん
で
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
の

で
す
が
、
そ
の
中
心
に
い
る
の
が
ア
チ

ャ
ン
と
い
う
方
で
す
。
す
ご
い
方
な
の

で
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
洞
窟
の
中
で
唱

え
た
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
脳
波
を
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

初
は
目
を
閉
じ
て
静
か
に
し
て
い

る
右
脳
の
状
態
と
左
脳
の
状
態
、
次
に

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
た
時
の
脳
波
は
ノ
イ

ズ
も
含
み
ま
す
が
、
非
常
に
強
い
電
磁

波
が
脳
か
ら
出
ま
し
た
。

空
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
部
分

（
楕
円
で
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
）は
7
・
8

Ｈ
ｚ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

本
会
の
幹
事
で
あ
る
小
澤
さ
ん
が

「
天
の
扉
開
き
総
研
」
と
い
う
研
究
所

を
創
っ
て
、
こ
の
現
象
を
一
生
懸
命
研

究
し
て
お
り
ま
す
。
2
0
1
9
年
の

日
本
物
理
学
会
で
は
、
降
っ
て
き
た
物

質
の
組
成
分
析
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
分
析
を
紹
介
し
ま
す
と
、
透
明
の

も
の
は
ほ
ぼ
シ
リ
コ
ン
の
酸
化
物
で
あ

り
、
そ
の
他
は
銅
と
か
ス
ズ
と
か
鉄
と

か
が
不
純
物
と
し
て
少
し
入
っ
て
色
が

付
く
よ
う
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
空
間

に
存
在
し
て
い
る
原
子
を
か
き
集
め
て

物
質
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

洞
窟
の
中
で
は
何
人
か
の
お
坊
さ
ん

が
取
り
囲
ん
で
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
の

で
す
が
、
そ
の
中
心
に
い
る
の
が
ア
チ

ャ
ン
と
い
う
方
で
す
。
す
ご
い
方
な
の

で
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
洞
窟
の
中
で
唱

え
た
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
脳
波
を
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

初
は
目
を
閉
じ
て
静
か
に
し
て
い

る
右
脳
の
状
態
と
左
脳
の
状
態
、
次
に

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
た
時
の
脳
波
は
ノ
イ

ズ
も
含
み
ま
す
が
、
非
常
に
強
い
電
磁

波
が
脳
か
ら
出
ま
し
た
。

空
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
部
分

（
楕
円
で
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
）
は
７
・

８
Ｈ
ｚ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
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日
本
に
お
い
て
も
長
野
県
の
山
頂
で

物
質
化
現
象
は
起
き
て
お
り
、
タ
イ
で

な
く
て
も
洞
窟
で
な
く
て
も
、
物
質
化

現
象
は
起
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
バ

ン
ア
レ
ン
帯
の
波
長
が
30
万
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
か
ら
、
タ
イ
の
洞
窟
で
あ
ろ

う
と
日
本
の
山
頂
で
あ
ろ
う
と
電
磁
波

的
に
は
同
じ
で
す
。

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
最
高
の
占

星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
手
相
診
断
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

や
は
り
7
・
8
Ｈ
ｚ
で
の
共
鳴
が
よ
く

出
て
お
り
ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
人
類
史
と
見
え
な
い
『
音
』
の

世
界
」
〜
調
性
、
周
波
数
・
・

音
の
あ
れ
こ
れ
〜

	

講
師　

河
野 

正
孝 

氏

（
指
揮
者
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
、
関
西

 

室
内
楽
協
会
代
表
）

日
時	

令
和
4
年
7
月
16
日（
土
）

会
場	

ま
つ
む
し
音
楽
堂

「
言
語
」
に
先
立
つ
「
音
」
の
知
覚
は

人
類
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
が
、
音
の
影
響
力
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
西
洋
音
楽
を
学
び
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
中
核
と
な
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
と

し
て
、
ま
た
指
揮
者
と
し
て
音
の
世
界

を
横
断
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
「
見
え
な
い
」
音
の
世
界
を

探
求
、
多
く
の
知
見
を
得
た
と
い
い
ま

す
。

今
回
は
楽
曲
の
調
性
や
音
程
、
さ
ら

に
周
波
数
な
ど
、
生
体
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
専
門
的
に
掘
り
下
げ
た
音
楽
の
話

は
と
も
か
く
、
芸
術
の
美
学
的
な
側
面

に
つ
い
て
よ
く
理
解
で
き
た
と
好
評
で

し
た
。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
河
野 

正
孝

�
KO
N
O

 M
ASATAKA

大
阪
音
楽
大
学
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
音
楽
大
学
卒
業
、
オ
ー
ボ
エ
を

ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
リ
ガ
ー
に
、
ハ
ノ
ー
ヴ

ァ
ー
音
楽
大
学
（
卒
業
）
で
は
イ
ン

ゴ
・
ゴ
リ
ツ
キ
に
師
事
。
帰
国
後
、
関

西
室
内
楽
協
会
、
大
阪
チ
ェ
ン
バ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
設
立
し
て
室
内
楽
活
動

を
積
極
的
に
行
う
。
1
9
8
9
年
大

阪
市
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
受
賞
。
ま

た
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
リ
サ
イ
タ
ル
や

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と

の
共
演
な
ど
活
発
に
演
奏
を
行
い
、
宝

塚
ベ
ガ
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
、
大
阪
芸

術
大
学
准
教
授
、
読
売
室
内
楽
コ
ン
ク

ー
ル
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。

関
西
室
内
楽
協
会
主
宰
、
大
阪
チ
ェ
ン

バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
代
表
。
や
ま
な
み

グ
リ
ュ
ー
ネ
管
弦
楽
団
音
楽
監
督
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
３
号（
1
9
8
5
年

４
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行

	

　
　
　

実
藤　

遠

と
こ
ろ
変
れ
ば
見
方
も
変
わ
る

『
サ
イ
科
学
』
八
巻
一
号
の
「
サ
イ
科

学
寸
言
」
で
関
英
男
先
生
は
、
サ
イ
科

学
と
は
「
普
通
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
媒
介
に
し
て
、
心

と
心
、
心
と
物
、
お
よ
び
物
と
物
と
の

間
に
発
生
す
る
現
象
を
科
学
的
に
研
究

す
る
」
学
問
で
あ
る
と
明
確
に
定
義
さ

れ
た
。
現
在
米
ソ
で
は
こ
の
「
生
体
プ

ラ
ズ
マ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
軍
事
的
に
利
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用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
人
類
は
太
古
か
ら
こ
の
不
可
視

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
〝
気
〟
と
い
い
〝
プ

ラ
ナ
〟
と
い
い
〝
オ
ル
ゴ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
〟
と
い
っ
て
、
自
然
治
癒
力
の
よ

う
に
健
康
や
幸
福
の
た
め
に
追
求
し
て

き
た
。
ま
さ
に
サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
用

途
は
人
類
の
幸
せ
に
も
破
滅
に
も
通
じ

る
両
刃
の
剣
な
の
で
あ
る
。
私
は
も
ち

ろ
ん
平
和
と
健
康
の
た
め
に
サ
イ
科
学

を
研
究
し
て
い
る
。

私
は
一
九
七
九
年
に
は
二
回
に
わ
た

っ
て
訪
中
し
て
気
功
を
学
び
〝
気
〟
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
習
し
て
き
た
。

本
一
九
八
五
年
は
二
月
六
日
か
ら
二
〇

日
ま
で
イ
ン
ド
で
瞑
想
法
を
学
び〝
プ

ラ
ナ
〟
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
一
月
に
本

学
会
の
新
年
サ
イ
大
会
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
、
ブ
ラ
ー
マ
・
ク
マ
リ
ス
・

ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
日
本
セ
ン
タ
ー

の
指
導
者
で
あ
る
高
塚
志
づ
子
先
生
の

指
導
と
好
意
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
イ
ン
ド
研
修
中
に
は
高
塚
先

生
の
お
世
話
と
同
時
通
訳
に
よ
っ
て
こ

の
世
界
の
神
髄
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
こ
に
改
め
て
先
生
に
感
謝
と

お
礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

私
は
二
月
六
日
に
成
田
を
た
ち
、
七

日
に
デ
リ
ー
、
八
日
に
ア
グ
ラ
を
見
学

し
、
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
イ
ン
ド

の
避
暑
地
、
マ
ウ
ン
ト
・
ア
ブ
に
あ
る

グ
ラ
ー
マ
・
ク
マ
リ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ユ
ー
ニ
バ
シ
テ
ィ

（
こ
こ
が
こ
の
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の

本
部
）
で
行
な
わ
れ
た
世
界
平
和
会
議

（
世
界
約
四
十
ケ
国
、
一
五
〇
〇
名
参

加
）
に
出
席
し
、
ひ
き
続
き
十
七
日
ま

で
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
の
指
導

を
う
け
た
。
十
七
・
十
八
日
は
イ
ン
ド

最
大
の
綿
工
業
都
市
・
ア
ー
メ
ダ
バ
ー

ド
に
滞
在
し
、
二
〇
日
に
は
無
事
帰
京

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

頭
の
中
に
は
イ
ン
ド
に
つ
い
て
の
書

物
や
教
科
書
か
ら
の
予
備
知
識
は
も
っ

て
い
た
。
し
か
し
「
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
」
で
毎
日
が
新
し
い
発
見
の
連
続

で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
と
い
え
ば
カ
ー
ス

ト
制
度
と
か
貧
富
の
差
の
こ
と
が
い
わ

れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
行
け
ば

整
然
た
る
都
市
計
画
の
中
に
、
た
っ
ぷ

り
場
所
を
と
っ
た
役
所
や
大
使
館
、
上

流
社
会
の
人
が
住
む
高
級
住
宅
は
そ
れ

ぞ
れ
が
立
派
で
、
東
京
の
田
園
調
布
と

い
う
よ
り
は
、
す
べ
て
旧
軽
井
沢
の
大

型
別
荘
あ
る
い
は
田
中
邸
ク
ラ
ス
の
家

ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
ば
か
り
で
な
く
地
方
都
市
で
あ
る
ア

ー
メ
ダ
バ
ー
ド
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

イ
ン
ド
の
大
統
領
官
邸
は
世
界
一
の
官

邸
だ
そ
う
で
三
百
か
ら
の
部
屋
が
あ
る

豪
壮
な
大
宮
殿
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
古
く
か
ら
の
イ
ン
ド
人
の

町
で
あ
る
デ
リ
ー
へ
行
け
ば
、
間
口
数

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
商
店
や
日
本
で
い

え
ば
屋
台
で
物
が
売
ら
れ
て
い
る
。
人

は
道
路
に
も
あ
ふ
れ
車
も
な
か
な
か
進

め
な
い
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
よ

い
方
で
、
町
の
中
に
は
何
個
所
も
汚
れ

た
天
幕
や
泥
や
棒
切
れ
を
集
め
て
作
ら

れ
た
バ
ラ
ッ
ク
小
舎
が
立
ち
列
ん
で
い

る
。
ガ
ス
も
水
道
も
電
気
も
な
く
、
家

の
中
に
も
家
具
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら

な
い
。
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
で
は
川
の
堤

防
の
上
に
は
高
層
建
築
が
立
ち
並
び
、

そ
の
す
ぐ
下
の
河
川
敷
に
は
そ
の
よ
う

な
小
舎
が
び
っ
し
り
と
埋
め
て
い
た
。

よ
く
み
る
と
そ
の
部
落
の
中
に
教
会
が

あ
る
で
は
な
い
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
街
や
貯

水
池
の
周
囲
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

バ
ス
で
田
園
を
い
け
ば
、
道
路
を
走

る
文
明
の
利
器
を
眺
め
な
が
ら
悠
々
と

用
を
足
し
て
い
る
人
も
み
ら
れ
る
。
イ

ン
ド
へ
行
く
と
そ
の
光
景
が
自
然
と
人

間
の
え
も
い
わ
れ
な
い
調
和
と
感
じ
ら

れ
る
の
だ
か
ち
妙
な
も
の
で
あ
る
。
川

で
も
同
様
で
、
そ
の
近
く
で
は
洗
濯
を

し
て
い
る
人
も
い
る
。
二
月
の
イ
ン
ド

は
乾
季
で
十
五
度
か
ら
三
十
度
位
の
温

度
で
快
適
な
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
し
か

し
酷
暑
の
季
節
や
七
月
か
ら
の
雨
季
に

は
こ
の
よ
う
な
人
は
ど
う
し
て
暮
す
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
環
境
だ

か
ら
一
日
中
町
へ
出
て
た
む
ろ
す
る

人
々
も
多
い
の
だ
ろ
う
。
事
実
町
に
は

一
日
中
人
が
あ
ふ
れ
て
独
特
の
活
気
あ

ふ
れ
た
情
景
を
現
出
し
て
い
た
。

イ
ン
ド
の
町
に
は
牛
、
羊
、
ラ
ク
ダ

が
同
居
し
て
い
る
。
動
物
た
ち
は
人
間

に
危
害
を
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
が
な
い

た
め
か
実
に
悠
然
と
し
て
い
る
。
車
は

動
物
が
道
路
に
い
る
と
徐
行
し
た
り
止

っ
た
り
す
る
。
車
と
い
え
ば
イ
ン
ド
で

は
日
本
製
の
自
動
車
を
ほ
と
ん
ど
み
な

か
っ
た
。
乗
用
車
と
い
え
ば
日
本
で
は

昭
和
三
十
年
代
に
多
か
っ
た
、
イ
ギ
リ

ス
製
の
ヒ
ル
マ
ン
や
オ
ー
ス
チ
ン
と
同

型
の
全
体
が
丸
み
を
も
っ
た
車
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
の
は

オ
ー
ト
三
輪
の
オ
ー
ト
リ
キ
シ
ャ
や
リ

キ
シ
ャ（
人
力
車
）で
あ
る
。

マ
ウ
ン
ト
・
ア
ブ
の
二
千
人
を
収
容

す
る
大
講
堂
の
隣
に
も
土
と
棒
切
れ
か

ら
で
き
た
小
舎
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

そ
こ
の
住
人
、
と
く
に
女
性
は
実
に
よ

く
働
く
。
頭
に
物
を
の
せ
て
一
日
中
か

い
が
い
し
く
物
を
運
ん
で
い
く
。
し
か
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も
実
に
表
情
が
素
直
で
明
る
い
の
で
あ

る
。
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
も
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
両

者
は
も
ち
つ
も
た
れ
つ
の
調
和
の
関
係

に
あ
る
の
だ
。
こ
れ
を
み
て
私
は
三
つ

の
こ
と
を
考
え
た
。

①
西
欧
や
日
本
の
よ
う
に
解
放
だ
と
か

平
等
を
さ
け
ん
で
社
会
運
動
に
走
る
こ

と
の
な
い
こ
の
社
会
は
、
あ
ま
り
摩
擦

や
ス
ト
レ
ス
が
な
く
社
会
が
安
定
し
、

自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

②
も
ち
ろ
ん
私
は
こ
の
ま
ま
の
状
態
で

よ
い
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
西
欧
の

も
の
さ
し
で
こ
の
国
の
貧
民
を
み
る
の

も
ま
ち
が
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
こ
の
人
た
ち
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
は
、
ど
う
も
イ
ン
ド
人
の
カ
ル
マ
の

思
想
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ

ち
今
の
境
遇
は
前
世
の
因
果
が
、
こ
の

世
に
現
わ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
こ
の

世
で
よ
い
行
な
い
を
し
て
い
け
ば
来
世

は
よ
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な

考
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し

た
り
し
た
。
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
日
本

に
も
戦
前
に
は
貧
民
窟
が
あ
り
、
こ
の

状
態
と
大
同
小
異
の
人
た
ち
が
住
ん
で

い
た
。
あ
る
意
味
で
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン

で
数
十
年
だ
け
時
間
を
逆
行
さ
せ
た
だ

け
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

世
界
平
和
会
議
に
出
席
し
て

二
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
行
な
わ

れ
た
「
世
界
平
和
会
議
」（U

niversal 

peace conference

）
は
世
界
数
十
ヵ

国
、
約
一
五
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
人

種
・
民
族
に
と
ら
わ
れ
な
い
平
和
の
祭

典
で
あ
り
、
本
年
が
第
三
回
目
で
あ
っ

た
。
以
前
は
来
賓
と
し
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ

や
イ
ン
ド
大
統
領
が
出
席
し
た
が
、
本

年
は
イ
ン
ド
副
大
統
領
夫
妻
が
列
席
し

て
祝
辞
を
の
べ
た
。
今
日
七
五
二
ヵ
所

の
セ
ン
タ
ー
が
世
界
の
三
五
ヵ
国
に
あ

り
、
一
九
七
九
年
に
は
国
連
広
報
部
非

政
府
組
織
の
諮
問
機
関
と
し
て
登
録
さ

れ
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
国
連
に
役

員
を
派
遣
し
て
い
る
。
全
体
会
議
に
は

各
方
面
の
代
表
が
き
て
挨
拶
を
の
べ
、

そ
の
あ
と
法
律
家
、
教
育
者
、
女
性
、

青
年
、
科
学
者
、
医
学
者
等
の
専
門
分

野
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
分
か
れ
て
討

論
を
行
な
っ
た
。
私
は
教
育
、
医
学
者
、

科
学
者
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し

た
。
こ
こ
で
い
う
平
和
と
は
、
世
界
中

の
人
が
自
分
の
内
面
に
平
和
を
み
い
だ

す
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
瞑

想
と
健
康
の
関
係
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ

カ
の
ハ
ン
サ
・
ラ
バ
ル
博
士
は
次
の
よ

う
に
い
っ
て
い
る
。

「
ど
の
よ
う
な
病
気
も
瞑
想
で
直
す

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
そ
の
深
さ
を
理
解
し
信
頼
を
も

っ
た
と
き
に
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
ク
タ
ー

た
ち
は
感
情
が
病
気
の
根
源
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。
多
く
の
人
は
精

神
的
療
法
を
宗
教
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
混
乱
が
起
こ
る
。
魂
は
形
而

上
の
も
の
で
感
情
を
作
り
出
す
。
そ
こ

に
は
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
バ
イ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
中
性
子
が

伝
達
し
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
通
し
肉
体
に

達
す
る
。
混
乱
し
た
情
動
が
病
を
作

る
。
感
情
的
に
静
か
で
あ
れ
ば
病
気
は

な
い
。
し
か
し
感
情
を
変
え
る
の
は
難

か
し
い
。
医
師
は
魂
に
す
べ
て
の
援
助

を
与
え
ら
れ
な
い
。
も
し
も
百
パ
ー
セ

ン
ト
完
全
な
存
在
で
あ
る
至
高
者
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
す

べ
て
の
病
気
は
治
る
。
た
っ
た
一
つ
の

崇
高
な
存
在
を
う
け
い
れ
れ
ば
。」

ド
イ
ツ
の
科
学
者
プ
ラ
ン
ク
博
士
は

科
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

る
。「
科
学
と
は
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

の
こ
と
で
、
精
神
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
な
く

し
て
科
学
は
な
い
。
一
つ
の
存
在
が
宗

教
だ
け
で
な
く
科
学
の
中
に
も
必
要
で

あ
る
。
バ
ラ
の
美
し
さ
を
測
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
美
は
リ
ア
リ
テ
ィ

で
美
し
さ
は
全
体
的
で
あ
る
。
科
学
は

計
算
し
た
り
測
定
し
た
り
す
る
だ
け
で

は
あ
き
た
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
き
た
。

意
識
と
は
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
こ
と
で
機
械

で
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
電
子
に
さ

え
意
識（
個
性
）が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き

た
。
知
識
・
記
憶
・
行
動
・
愛
は
精
神

的
な
も
の
で
、
物
質
と
は
一
定
の
形
を

作
っ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
科
学

の
よ
い
面
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
が
、

科
学
が
現
在
十
分
な
道
具
と
し
て
い
な

い
の
は
精
神
的
な
面
で
あ
る
。」

私
の
こ
の
会
議
で
え
た
教
訓
は
、
サ

イ
科
学
を
平
和
の
た
め
、
平
和
な
魂
の

た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
た
。

ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
を
学
ぶ

四
日
間
に
わ
た
る
世
界
平
和
会
議
の

あ
と
に
二
百
人
ば
か
り
の
人
々
が
残
っ

て
瞑
想
の
実
習
を
行
な
っ
た
。
私
も
こ

れ
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
の
う
ち
西

欧
の
人
々
が
約
半
数
は
い
た
。
い
か
に

キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
洗
礼
を
う
け
た
者

が
、
新
ら
し
い
（
東
洋
の
）
え
い
智
を

模
索
し
て
い
る
か
が
こ
の
事
実
か
ら
う

か
が
わ
れ
る
。
こ
こ
の
創
立
者
プ
ラ
ジ

ャ
ピ
タ
・
ブ
ラ
ー
マ
は
イ
ン
ド
の
宝
石

商
を
営
ん
で
い
た
。
一
九
三
七
年
、
深

い
瞑
想
状
態
の
時
、
巨
大
な
力
で
あ

り
、
米
で
あ
る
誰
か
が
自
分
の
中
に
入
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っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
そ
し
て
現
在

の
世
界
の
巨
大
な
崩
壊
と
新
し
い
未
来

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
時
代
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見

た
。
そ
の
後
彼
は
こ
の
新
し
い
世
界
を

創
造
す
る
た
め
、
そ
の
使
命
を
担
う
こ

と
を
実
感
し
精
神
的
知
識
を
広
げ
る
活

動
を
開
始
し
た
。
こ
の
ヨ
ー
ガ
の
学
習

者
に
知
識
人
が
多
い
の
は
、
瞑
想
を
は

じ
め
実
践
心
理
学
、
世
界
史
、
空
間
・

時
間
・
意
識
の
物
理
学
を
は
じ
め
と
す

る
知
識
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
活
動
は
い
っ
さ
い
無
料
で
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
活
動
と
し
て
行
な
い
、
す
べ
て
生

徒
・
教
師
に
よ
る
任
意
貢
献
に
よ
り
賄

わ
れ
て
い
る
。

今
日
わ
れ
わ
れ
は
「
本
当
の
自
分
と

は
何
か
」
に
つ
い
て
肉
体
や
自
分
自
身

の
外
観
を
自
分
自
身
で
あ
る
と
思
い
こ

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
お
互

い
の
挨
拶
の
と
き
に「
オ
ー
ム
・
シ
ャ
ン

テ
ィ（
O
M 

S
H
A
N
T
I
）」と
い
う
。

こ
れ
は
私
の
本
来
の
姿
は「
平
和
な（
そ

の
も
の
の
）魂
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
こ
こ
の
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の

特
徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
意
識
を
ひ
た
い
の
真
中（
第
三
の
眼
）

に
も
っ
て
く
る
。

②
目
を
開
け
た
ま
ま
瞑
想
す
る
。

③
あ
な
た
の
意
識
を
、
人
間
、
預
言
者
、　

天
使
す
な
わ
ち
形
あ
る
も
の
を
越
え　

た
非
物
質
的
な
〝
小
さ
な
光
の
点
〟　

で
あ
る
至
高
な
魂（
こ
れ
が
神
）に
向　

け
る
。

④
常
に
ま
わ
り
の
人
々
を
あ
な
た
の
兄　

弟
と
し
て
み
、
姿
、
顔
、
性
格
に
と　

ら
わ
れ
ず
、
魂
と
し
て
み
る
。
他
人　

も
光
の
点
と
し
て
感
じ
る
。

こ
の
ヨ
ー
ガ
は
ひ
た
い
の
真
中
か
ら

は
じ
ま
り
、
他
の
ヨ
ー
ガ
は
ひ
た
い
の

真
中
で
終
る
。
チ
ャ
ク
ラ
の
説
明
は
不

要
で
あ
り
、
特
定
の
マ
ン
ト
ラ
も
唱
え

な
い
。
目
を
閉
じ
る
と
無
限
の
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
が
、
目
を
あ
け

て
小
さ
な
光
の
一
点
に
集
中
す
る
と
、

「
見
て
い
て
も
な
お
見
ず
、
他
に
影
響

さ
れ
な
い
」
状
態
に
な
る
。
心
は
子
供

の
よ
う
で
き
ま
ま
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
う
つ
ろ
い
や
す
い
心
を
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
、
肉
体
意
識
か
ら
魂
の
意
識
に
自

分
を
高
め
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
、
自

分
が
と
て
も
軽
く
な
る
よ
う
な
体
験
を

す
る
。
肉
体
は
重
く
て
も
自
分
自
身
は

と
て
も
軽
く
な
る
。
魂
は
光
で
あ
る
か

ら
。
次
に
自
分
の
本
質
と
は
何
か
、
自

分
の
内
面
を
み
つ
め
て
、
自
分
の
中
で

み
つ
け
て
み
る
。
目
は
魂
に
一
番
近

い
。
目
を
浄
化
し
、
す
べ
て
の
も
の
を

魂
と
し
て
み
る
。
世
界
全
体
を
自
分
の

兄
弟
・
家
族
と
し
て
み
る
。

こ
の
物
質
界
は
ド
ラ
マ
の
ス
テ
ー
ジ

で
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
は
役
柄
を
も

っ
た
演
技
者
だ
が
、
私
の
本
当
の
家
で

は
な
い
。
肉
体
は
親
か
ら
、
魂
は
神
か

ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
魂
の
家

は
物
質
界
を
越
え
て
い
る
。
ど
う
し
て

魂
は
平
和
を
好
む
の
か
。
魂
の
永
遠
の

資
質
は
平
和
そ
の
も
の
だ
か
ら
。
魂
は

平
和
な
完
璧
な
沈
黙
の
地
、
黄
金
の
光

に
包
ま
れ
た
世
界
を
ル
ー
ツ
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

目
を
あ
け
て
行
な
う
瞑
想
は
、
日
常

の
行
動
を
し
て
い
る
間
に
も
ソ
ウ
ル
・

コ
ン
シ
ャ
ス
、（
魂
の
意
識
）の
状
態
を

達
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
と
い
う
。

瞑
想
は
、
自
己
の
内
な
る
点（
ア
ー
ト

マ
ン
）つ
ま
り
自
己
の
内
面
の
奥
底
に
集

中
す
る
。
マ
ン
ト
ラ
へ
の
集
中
や
呼
吸

訓
練
に
は
よ
ら
な
い
で
、「
小
さ
な
光
の

点
」に
心
を
集
中
し
、
知
識
を
通
じ
て
、

心
を
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
目
覚

め
を
大
切
に
し
て
い
る
。
ハ
タ
ヨ
ー
ガ

の
よ
う
な
体
操
の
よ
う
な
も
の
は
肉
体

に
と
っ
て
は
よ
い
が
、
魂
の
浄
化
の
た

め
に
は
役
立
た
な
い
と
し
て
い
る
。
や

り
方
は
簡
単
で
あ
る
が
奥
の
深
い
瞑
想

法
で
あ
る
。
授
業
前
に
生
徒
に
行
な
わ

せ
れ
ば
教
育
上
の
効
果
も
考
え
ら
れ
る
。

歴
史
の
転
換
点
と
サ
イ
科
学

こ
の
ヨ
ー
ガ
の
歴
史
観
は
五
千
年
を

一
つ
の
サ
イ
ク
ル
と
し
、
そ
れ
を
四
等

分
し
て
一
二
五
〇
年
ず
つ
を
一
つ
の
時

代
と
み
て
い
る
。

①
黄
金
の
時
代
、
五
千
年
前
か
ら
三
七　

五
〇
年
前
ま
で
、
魂
の
純
粋
の
時
代
。

②
銀
の
時
代
、
今
か
ら
二
五
〇
〇
年
前　

ま
で
、
魂
の
純
粋
性
が
失
な
わ
れ
た
。

③
銅
の
時
代
、
ソ
ウ
ル
コ
ン
シ
ャ
ス
か　

ら
ボ
デ
ィ（
肉
体
）コ
ン
シ
ャ
ス（
意

識
）に
代
わ
っ
た
起
点
が
今
か
ら
二
五　

〇
〇
年
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
東　

で
は
仏
陀
、
西
で
は
キ
リ
ス
ト
等
が　

あ
ら
わ
れ
て
教
え
を
説
い
た
。

④
今
は
鉄
の
時
代
で
唯
物
主
義
が
は
び　

こ
り
、
宗
教
も
×
×
派
と
い
う
よ
う　

に
分
裂
し
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

今
は
鉄
か
ら
再
び
黄
金
の
時
代
へ
、

最
低
か
ら
最
高
の
状
態
に
移
る
前
夜
で

あ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ガ
の
創
始
者
ブ
ラ
ー

マ
が
み
た
未
来
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
時
代
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
は
こ
れ
で
、
ヨ
ー
ギ
た
ち

が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
た
と
き

世
界
の
大
そ
う
じ
が
行
な
わ
れ
る
と
い

う
歴
史
観
で
あ
る
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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⑥ 二分法／勝ち組負け組、YES or NO、〇
か×、好きか嫌いか、Coffee or Tea、戦勝
国と敗戦国など、とかくこの二つに分けたが
る癖がある。これは神か悪魔か？の一神教の
世界観である。ニッポン人は元々はこうでは
な か っ た 筈。 む し ろ 曖 昧 模 糊 と し て、
Japanese Smileは薄気味悪いと倦厭されたも
の。この二分法の考え方は、敵か味方かに二
分し、戦いが誘発されやすい。つまりたまた
まの事故や勘違いが偶発戦争を起こす原因と
なるのである。

ここまで6つの観点から 「ヒトはなぜ殺し
あうのか？」を眺めてきた。軍産複合体は経
済＊社会学、ミラーニューロンは生物＊脳科
学、近親憎悪は心理＊文化人類学、グリッド
は地質学＊生物物理学、粋の構造は民俗学＊
社会心理学、二分法は哲学＊神学にあてはま
るだろう。①から⑥までを正四面体に当ては
めてゆくと、＜殺る気の構造＞が明確にな
る。

ではこの構造を肥大化することなく、極小
化して、平和な方向にシフトすることはでき
ないのだろうか？

① 資本主義のプラグマティズム（物質主義）
と社会主義／共産主義の唯物論は結局その経
済の特質上、軍産複合体の肥大化に向かう。
これを回避するには精神主義（PSI）に方向転
換するしかない！

② ミラーニューロンのこの快感はある種カ
ニバリズムを求める。戦争を回避するには代

替物として、プロレス、K-1などの格闘技、
残虐な映画、演劇などの芸術作品を効果的に
活用するしかない。3Ｓ（スポーツ＊セック
ス＊スクリーン）の効用は愚民政策としてで
はなく、カニバリズム回避のためにこそ、必
要なのかもしれない。

③ 近親憎悪をなくすには、お互い共有の目
標をたてること。呉越同舟は目的地を目指す
から成立する。ロシア＊ウクライナや米中で
あれば、宇宙人との交流を競い合えばよいの
である。

④ 聖地は宇宙パワースポットとして地球人
類共通のエネルギーグリッドとして共有し、
ケガレチを炭素埋設したり、結界を張ること
で、イヤシロチ化してゆき、ほどよい土地へ
と改良してゆくのである。

⑤ 男らしさや女らしさを振舞い、満喫する
には祭りを盛大に行うことである。少し血し
ぶきがあがるぐらいのやや危険なお祭りの方
が良いかもしれない。恐怖心が安全や平和を
希求するからである。LGBTQの場合は、程
よい形で多様性をエンジョイすればよいので
ある。

⑥ 曖昧な返事とか、優柔不断な態度とか、
さんざん批判され、全てYES-NOのマークシ
ート方式に置換されてきたが、実は微妙なる
グラデーションはいわば美学なのである。全
て三原色で描かれた絵画は美しいだろうか？
カラオケだって多少音程が外れている方が味
があるではないか？

＜殺る気の構造＞正四面体を極小化し、非硬
直化すること。つまり柔軟に生きることが、
殺伐とした地球から脱出する方法ではない
か？と思うのである。

（本稿は2022年6月15日に御茶ノ水の文化サ
ロン風風風でのプチ講演の内容が基となって
いる）

⑥ 二分法／勝ち組負け組、YES or NO、〇か

×、好きか嫌いか、Coffee or Tea、戦勝国と敗

戦国など、とかくこの二つに分けたがる癖があ

る。これは神か悪魔か？の一神教の世界観であ

る。ニッポン人は元々はこうではなかった筈。

むしろ曖昧模糊として、Japanese Smile は薄気

味悪いと倦厭されたもの。この二分法の考え方

は、敵か味方かに二分し、戦いが誘発されやす

い。つまりたまたまの事故や勘違いが偶発戦争

を起こす原因となるのである。

ここまで６つの観点から 「ヒトはなぜ殺し

あうのか？」を眺めてきた。軍産複合体は経済

＊社会学、ミラーニューロンは生物＊脳科学、

近親憎悪は心理＊文化人類学、グリッドは地質

学＊生物物理学、粋の構造は民俗学＊社会心理

学、二分法は哲学＊神学にあてはまるだろう。

①から⑥までを正四面体に当てはめてゆくと、

＜殺る気の構造＞が明確になる。

ではこの構造を肥大化することなく、極小化

して、平和な方向にシフトすることはできない

のだろうか？

① 資本主義のプラグマティズム（物質主義）

と社会主義 /共産主義の唯物論は結局その経済

の特質上、軍産複合体の肥大化に向かう。これ

を回避するには精神主義（PSI）に方向転換す

るしかない！

② ミラーニューロンのこの快感はある種カニ

バリズムを求める。戦争を回避するには代替物

として、プロレス、K-1 などの格闘技、残虐な

映画、演劇などの芸術作品を効果的に活用する

しかない。３Ｓ（スポーツ＊セックス＊スクリ

ーン）の効用は愚民政策としてではなく、カニ

バリズム回避のためにこそ、必要なのかもしれ

ない。

③ 近親憎悪をなくすには、お互い共有の目標

をたてること。呉越同舟は目的地を目指すから

成立する。ロシア＊ウクライナや米中であれば、

宇宙人との交流を競い合えばよいのである。

④ 聖地は宇宙パワースポットとして地球人類

共通のエネルギーグリッドとして共有し、ケカ

レチを炭素埋設したり、結界を張ることで、イ

ヤシロチ化してゆき、ほどよい土地へと改良し

てゆくのである。

⑤ 男らしさや女らしさを振舞い、満喫するに

は祭りを盛大に行うことである。少し血しぶき

があがるぐらいのやや危険なお祭りの方が良い

かもしれない。恐怖心が安全や平和を希求する

からである。LGBTQ の場合は、程よい形で多

様性をエンジョイすればよいのである。

⑥ 曖昧な返事とか、優柔不断な態度とか、さ

んざん批判され、全て YES-NO のマークシー

ト方式に置換されてきたが、実は微妙なるグラ

デーションはいわば美学なのである。全て三原

色で描かれた絵画は美しいだろうか？カラオケ

だって多少音程が外れている方が味があるでは

ないか？

＜殺る気の構造＞正四面体を極小化し、非硬直

化すること。つまり柔軟に生きることが、殺伐

とした地球から脱出する方法ではないか？と思

うのである。

（本稿は 2022 年 6 月 15日に御茶ノ水の文化サ

ロン風風風でのプチ講演の内容が基となってい

る）



フロイドやアインシュタインが頭を悩まし
た難問に時代を超えて挑戦するのは一見無謀
には思えても、意味があるかもしれない。と
いうのも彼らの時代から更に社会学的データ
がつみ重なり、科学的知見も蓄積されてきた
からだ。「ヒトはなぜ殺しあうのか？」6つの
観点から私なりに考察してみよう！

① 軍産複合体／私たちの国家が一つの株式
会社とすれば、軍産複合体は多国籍企業。死
の商人から進化したため、情報は先取りしつ
つ、敵対するAとB双方に誤った情報で刺激
を与え、武器を大量に買いこませ、戦闘状態
にして、武器を消費し、最新鋭の武器開発を
しつつ、軍需産業を拡大してゆく。資本主義
国ばかりか、社会主義国家、共産主義国家が
国家資本主義化する中で、アイゼンハワーが
警告したように、軍産複合体が世界を牛耳る
ようになったのである。

② ミラーニューロン／困っている人を見る
と、どうしても助けたくなる。悲劇のヒーロ
ー、ヒロインに同一視して涙を流してしま
う。これはヒトの優れた一面ではあるが、そ
の反面は実に恐ろしい。ＴＶや映画で殺され
た主人公に同一視して、「ああ、殺された！」
と感じる。その時に反射的に快感物質である
エンドルフィンやエンケファリンが脳内に分
泌される。だが実際に自分が殺されたわけで
はないから、何一つ怪我もせずに、快感物質
だけが残存することになる。他人の不幸は蜂
蜜の味というのは正にそのことで、平和を希

求しつつ、他人の血しぶきがパブロフの犬の
ようにやがて快感に結びつくようになる。

③ 近親憎悪／弁護士の先生に聞くと、両親
の遺産相続の際の兄弟姉妹同士の争いがもう
見るに堪えられないという。似て非なる存在
に対する憎しみは日韓、日中問題にも浮上す
るし、ロシア＊ウクライナ戦争もまた同じか
もしれない。似て非なる微妙な違いが生存競
争の敵と認知して、不快に感じるのかもしれ
ない！

④ グリッド／日当たりのよい土地もあれば、
日陰の土地もある。イヤシロチもあれば、ケ
ガレチもある。不動産でも事故物件では不幸
が続いたりして、安価で販売されたり、家賃
が安かったりする。地球全体に張り巡るパワ
ースポットはエネルギーグリッドといわれ、
聖地でもあり、それ故に奪い合う紛争地帯で
もある。

⑤ 粋の構造／男は男らしく、女は女らしく
振舞う風潮はLGBTQの今日にあっても消失
してはいない。むしろ男と女の二重性が逆に
LGBTQの時代を創っている感じにもみえ
る。ニッポンには粋というのが男にも女にも
ある。近いのはフランスのダンディズムだ
が、女性のダンディズムは果たしてあるのか
わからない。民族や部族によって異なるが、
この男らしさが戦いのキイワードになってい
るのは否定できない。男らしく、お国のため
に戦ってこい！という構図である。

ヒトはなぜ殺しあうのか？
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